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長
期
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前

。
後
期
の
２

に
分
け
た

制
度
を
や
め
て

一
本
化
す
る
来

年
春
実
施
の
県
内
公
立
高
校
入

試

（県
立
高
と
市
立
高
、
２
０

２
１
年
度
入
学
）
に
つ
い
て
、

県
教
委
は
１４
日
、
新
型

コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
で
中
学
校
の
体

校
が
続
い
た
状
況
を
踏
ま
え
、

出
題
範
囲
を

一
部
縮
小
す
る
と

発
表
し
た
。
共
通
の
５
教
科
学

力
検
査

の
う
ち
、
社
会
、
数
学
、

理
科
の
３
教
科
で
、
教
科
書

の

学
習
内
容
の

一
部
を
出
題
範
囲

か
ら
除
外
す
る
。
出
題
範
囲
の

縮
小
措
置
は
初
め
て
。

県
教
委
に
よ
る
と
、
除
外
範

囲
は
３
教
科
の
教
科
書
の
終
盤

部
分
。
学
校
再
開
後
、
各
中
学

校
に
実
施
し
た
授
業
計
画
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
学
習
時
期
が
受

験
時
期
の
来
年
２
月
ご
ろ
に
重

な
る
と
の
回
答
が
１
割
程
度
を

占
め
、
中
学
校
長
会
の
意
見
も

聞
い
た
上
で
除
外
を
決
め
た
。

県
教
委
は

「長
期
休
校
に
よ

っ
て
学
習
が
遅
れ
た
。
夏
休
み

の
縮
小
な
ど
も
行

っ
て
対
応
す

る
が
、
当
事
者
の
中
学
３
年
生

に
過
度
な
負
担
を
掛
け
ず
、
安

心
し
て
受
験
に
臨
め
る
よ
う
、

配
慮
し
た
」
と
説
明
す
る
。

具
体
的
に
縮
小
す
る
範
囲
は

社
会
が
公
民
的
分
野
の
内
容
の

う
ち

「
私
た
ち
と
国
際
社
会
の

諸
課
題
」
に
関
す
る
部
分
。
数

学
が

「
標
本
調
査
」
の
部
分
。

理
科
が
「科
学
技
術
と
人
間
」

の
内
容
の
う
ち

「
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
」
「科
学
技
術
の
発
展
」
「自

然
環
境
の
保
全
と
科
学
技
術
の

利
用
」
と
、
「
自
然
と
人
間
」
の

内
容
の
う
ち

「自
然
環
境
の
調

査
と
環
境
保
全
」
「自
然
の
恵
み

と
災
害
」

「自
然
環
境
の
保
全

と
科
学
技
術
の
利
用
」
の
部
分
。

理
科
で
は
、
３
年
生
で
本
来

扱
う
実
験
の
操
作
方
法

・
霜
繁

の
手
法
に
つ
い
て
も
、
感
染
防

止
で
実
施
を
回
避
す
る
た
め
、

出
題
し
な
い
こ
と
に
し
た
。

国
語
と
英
語
に
つ
い
て
は
、

大
半
の
中
学
校
が
受
験
時
期
ま

で
に
学
習
を
終
え
る
予
定
と
の

回
答
だ

っ
た
た
め
、
縮
小
せ
ず

に
対
応
が
可
能
と
判
断
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
拡
大
前
の
昨
年

１２
月
に
決
め
た
入
試
日
程

（来

年
２
月
２４
、
２５
日
に
計
５
教
科

の
共
通
学
力
検
査
、
２５
日
午
後

に
各
校
独
自
分
、
定
時
制
は

一

部
異
な
る
）
は
維
持
す
る
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
に
伴

っ
て
、
３
月
か
ら
全

国

一
斉
の
臨
時
体
校
と
な
り
、

県
内
中
学
校

の
多
く
は
緊
急
事

態
宣
言
解
除
後
の
６
月
■
日
か

ら
授
業
を
再
開
。
新
学
期
開
始

が
約
２
ヵ
月
遅
れ
た
。

県
教
委
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

が
今
後
再
び
大
き
く
拡
大
し
て

授
業
に
支
障
が
出
る
場
合
は
、

改
め
て
対
応
を
検
討
す
る
。
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